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① 1.大学生におけ
るジェンダー特
性語の認知－連
想反応からみた
1970年代と1990
年代の比較－
（ポスター発
表）
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② 高齢者のジェン
ダー特性とサク
セスフル・エイ
ジング－予備的
検討－（ポス
ター発表）
③ 「フェミニスト
心理学」がめざ
すもの－その方
向性を探る－
（シンポジウ
ム）
④ Socially
Represented
Gender　Bias
of　Aggressive
Pesponses
Assessed　by
Ｐ－Ｆ　Study
in　Japanese
Students.
（Poster
Presented）
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2006年　9月 日本社会心理学会
47回大会

ジェンダー認知における青年の
約20年を隔てた経年変化を検討
したもの（清水裕士・廣岡秀一
との協同発表）発表論文集Ｐ
308-309

2006年　6月 The　19th　ISSBD
Bienneal　Meeting
in　Melbourne,
Australia.

This　study　examined　the
hypothese　that　male
Jpanese　students
represented　more　aggressive
verval　responses　than
female　students　in　P-F
Test.

2006年　11月 日本心理学会第70回
大会

高齢者の両性具有的なジェン
ダー特性とサクセスフル・エイ
ジングの関連性を面接によって
事例的に検討したもの（石田勢
津子との協同発表）発表論文集
Ｐ1391

2006　11月 日本心理学会第70回
大会

フェミニスト心理学が今後どの
ような方向を目指すべきかを議
論するシンポジウムを開催。司
会者としての参加。


